
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森こい倶楽部第 4回いたち川 （撮影者 久野 正樹） 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 電話：090-1542-2154  

8 月 4日（土）、20日（月）10:00～14:30 

9 月 1日（土）、18日（火）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸                               （田中（真）記） 

 

■森こい倶楽部―横浜第 5回「みなとみらい温故知新の道と横浜道三山を渡る」西区  ワンテーマ：街路樹 

みなとみらい地区には、通りごとに異なる街路樹とビル周辺の緑化樹木が多種あります。明治時代の横浜船渠

（せんきょ）の史跡と調和した都市緑化を、ビルでクールダウンしながら巡ります。開国後に開かれた横浜道沿

いには、掃部山（かもんやま）（井伊直弼）・伊勢山（皇大神宮）・野毛山（近代水道）など歴史が刻まれた地

活動予定 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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区に名木古木・樹林・湧水が広がります。内海を埋め立てた吉田新田が中心部の県庁・市役所がある中区に発展

していますが、展望台からその苦労を偲び、日ノ出町に下ります。 

日 時：9月 2日（日） 

集 合：JR 桜木町駅 南改札（関内寄り） 10:00（時間厳守） 

参加費：100 円（保険代） 

コース：桜木町駅→ドッグヤード（日本丸）→ランドマーク→けやき通り→いちょう通り→岩亀横丁→掃部山公

園（湧水）→伊勢山皇大神宮→中央図書館（昼食）→野毛山動物園・公園→天神坂（湧水）→日ノ出町駅 15:00

（解散） 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、飲み物、雨具、筆記用具など 

昼食：中央図書館でクールダウンし併設レストランで簡単ランチを予定しています。 

お問合せ、ご参加の方は、9月 1日までに、久野宛ご連絡ください。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL：090-8280-1816 

秋以降も原則毎月継続予定です。                             （久野記） 

 

■室内勉強会「緑の金融革命―森林環境ファンドを通じた持続的な森づくり」 

日 時：8月17日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：筑紫みずえ氏（グッドバンカー社長兼CEO） 

参加費：500円 

概 要：自然保護に携わる人々と企業が、手を携えて地球環境保護や森林整備に取り組む時代がやってきました。

そこで今回は、環境保全に取り組む企業を選別して投資する「環境ファンド」に長年携わり、最近、フォレスト・

エコファンド（森林環境ファンド）という、まさに森林インストラクターの活動の趣旨にぴったり合うファンド

をつくられ、森林の育成・保護に持続的に努め成果を上げている企業を高く評価する世の中をつくろうとしてい

る、投資助言会社、グッドバンカーの筑紫みずえ社長兼 CEO（最高経営責任者）にお越しいただきます。ファン

ド？環境ファンド？森林環境ファンド？など、金融の知識のイロハから、これらのファンドと森林環境との関係、

世界の環境ファンドの動きまで、幅広くお話していただくことになりました。 

森林インストラクターは基本的にボランティアで様々な活動をしていますが、まだまだ世間の知名度は低く、

われわれの活動を持続的な森林整備、環境保護、環境教育につなげていくためには、企業などとの協力も必要と

思われます。当日はこうした問題意識を含めて、皆様と議論できたら、大変実りのある勉強会になると考えてい

ます。                                          （大倉記） 

※資料準備のため、8月15日(水)までに下記メールへ申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原 秀敏 メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

 

■室内勉強会「庭園空間の変遷について」 

日 時：9月5日(水)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：相原基行氏（29年） 

参加費：500円 

概 要：時代を追って庭園空間が、どのような要因によって、どのように変遷してきたかを一緒に考えたいと思

います。参考にした図書は、農政調査会が 1965 年から数年間かけて編纂した体系農業百科事典（全 8 巻）のう

ち 7巻「造園」の中にあって恩師の教授が執筆された部分になります。私にとっては、大学の研究室にて教授や
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先輩たちから講義されたり、問題提起されてきた内容です。単なる日本庭園の歴史ということだけではなく、建

築物と対比される庭園空間が、どのような空間で構成されてきたのか？ それは、どのような要因によって変化・

発展してきたのか？ といったことがまとめられています。森林インストラクターの皆様に庭園の奥深さと、物

事の変化・発展の仕方について考える際の一助になればと思います。              （講師記） 

※資料準備のため、前日の 9月 4日(火)までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：室内勉強会担当 吉原 秀敏 メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

 

★■湘南の森 

日 時：8月 10 日（金）、25日（土） 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。 

8 月 10 日（金）、25 日（土）は平塚市のユースボランティアが合計 4名参加します。     （吉井記） 

 

★■ヤビツの森 

8 月は作業を休み、次回は 9 月 27 日（木）または 29 日（土）を予定しています。改めてご案内します。 

多くの皆さまの参加を期待します。                           （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

8 月 26 日（日） 定例作業＋午後バーベキュー予定（どなたでも参加できます） 

9 月 8日（土）、23日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。JR 橋本駅南口（マクドナルド

前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 メール：sagami@moridukuri.jp 電話：03-3868-9535、FAX：03-3868-9536 

(菅原記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

ヒメトラノオ(2017.8.23 箱根湿生花園) 
ヤノネボンテンカ(2017.8.22 川崎市多摩区) 

センジュガンピ 

(2017.8.23 箱根湿生花園) 

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
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■神奈川の身近な自然を訪ねて  

「夏空の観音崎 歴史を秘めた青海・緑森・白灯台」 

日  時：7 月 18 日（水）晴、21 日（土）晴  場 所：横須賀市 

参 加 者：39 名（18 日 17 名、21 日 22 名） 

スタッフ：久野、山路、吉原、菅原、小池、鈴置、坂間、大倉、杉山、鈴木、大橋の 11 名 

 

10 時に京急馬堀海岸駅に集合し、4 班に分かれて出発しました。 

走水水源地では、海食崖から湧出する湧水を集・取水する施設の外観を

見学しました。また、やや硬度が高い湧水を飲むことも出来ました。 

 多くの船が行き交う東京湾を見渡すことができる破崎緑地展望台からは、

房総半島がすぐ近くに見え、浦賀水道の狭さを実感することができました。

猿島、野島、八景島、ランドマークタワー、君津の製鉄所や発電所なども

よく見えました。 

 御所ガ崎、日本武尊や弟橘姫を祀る走水神社、横須賀市立美術館で休憩

を取りながら県立観音崎公園に向かいました。 

 県立観音崎公園では、各所に残されたレンガ造りの砲台跡を見ながら、「う

みの子とりで」に向かい昼食としました。「うみの子とりで」もよく見ると

砲台跡でした。 

東京湾の入口に位置する観音崎は、江戸末期の台場設置にはじまり、明

治期には各所に砲台が設置され、江戸湾（東京湾）を防備する要塞地帯に

なったそうです。 

 昼食後は、タブ、スダジイ、エノキ、イヌビワ、マテバシイ、カラスザ

ンショウ、トベラ、サンゴジュ、フウトウカズラ、イタビカズラ、ヤブミ

ョウガ、コモチシダ、リョウメンシダ、ホシダ、ヤブソテツ、ジュウモンジシダ、

イタチシダなどの植物、また、池子層と呼ばれる地層を観察しながら、戦没船員の

碑を経て観音埼灯台に向かいました。 

 現在の観音埼灯台は３代目です。初代、2 代目の灯台は、地震で壊れてしまった

とのことです。観音埼灯台から、海岸に下り、1923 年の関東大地震で壊れてしま

った2代目の灯台の残骸を海岸で確認した後、観音崎バス停に向かいました。途中、

海食洞である権現洞では、三浦半島の隆起について考えてみました。また、散策路

沿いには、ラセイタソウ、ハマナデシコ、ハマボッス、ハマユウなどの海浜植物を

観察することも出来ました。 

 観音崎バス停からバスに乗車し、浦賀駅で下車し、解散となりました。（大橋記） 

                      

■山こい倶楽部第 44 回「金時山ヤマユリ道を行く」 

日 時：7月 19 日（木） 

参加者：和田（リーダー）、久保（サブリーダー）、相原 

コース：箱根湯本駅（バス 8：33 発）→仙石（バス 9：10 到着）→金時登山口→うぐいす茶屋（10：05 着）→金

時山（11：20 着）→林道金時線→円通寺（14：40 着）→足柄駅（15：10 着） 

活動報告 

 

走水神社 

 

戦没船員の碑 

 

観音埼灯台 
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リーダー・サブリーダー以外の応募者 1名の計 3名という前代未聞の山行であると共に、猛暑が続く中、熱中

症に注意しながら、こまめに休憩と水分補給をしながらの山歩きとなりました。 

仙石のバス停を出発後、ヤマユリの咲いている涼しそうな場所を探して、まずは本日の山行内容の確認をしまし

た。企画内容・コース概要・注意事項・ヤマユリについての学習ですが、実際のヤマユリを間近に観察しながら、

群落の生育する環境、根の特徴、がくと花びらの特徴（3数性）を和田リーダーから教えていただきました。 

うぐいす茶屋までは樹林帯の中をゆっくりと登りながら足慣らしと暑さ対策を行い、稜線に出てからは強い日差

しの中を進みました。登る途中、きれいに咲いたヤマユリが点々と現

れ始めると共に、時に数本が固まって咲いている姿も見え、ウツボグ

サやホタルブクロ・シモツケソウなどと共に登る疲れを癒してくれま

した。また、ウグイスをはじめヒグラシなどの声にも癒されながら登

るにつれて、大涌谷や芦ノ湖も姿を見せ始め、心地よい登りを味わう

ことができました。自生のヤマユリは、満開ではなかったですが、ほ

ぼ 5 割の確率で咲いていました。 

金時山で猫とじゃれあいながら昼食を取り、午後は林道金時線に向

かい下り始めましたが、階段が付いていたので多少は救いでしたが、

なかなかの急斜面が続きました。静岡側へ下り始めると、静かな樹林

帯を下ることができました。ただ、高度を下げるにつれて徐々に強い

日差しと暑さがジリジリと戻ってきます。また、残念ながら富士山は

拝むことはできませんでした。 

「小山町にとっては、金時山から流れ来る水は恵みの水です」との

説明に、なるほどと感心するほど金時山から流れる沢の水は水量も多

く透明度に優れ、暑さの中で思わず飛び込みたくなるほどの冷感を感

じるものでした。さらにビックリしたのは、自分たちの見ている水の

流れは、静岡側ではなく、酒匂川に合流し神奈川県側に流れていると

のこと。 

途中、ネムノキの花などを楽しみながら下り、円通寺の境内に入る

とビックリ、満開のヤマユリの群生が私たちを迎えてくれました。見事なもので

した。一輪ずつが優雅に咲いている姿も良いですが、これほどの群生になると「た

いしたもんだ！」の実感です。境内の木陰で少し休憩。血液型の話題に花が咲き

ました。 

行程は、ほぼ予定通りの時間で進み、足柄駅には 15 時過ぎに到着。しかし、

下界は暑かったです。駅に着くなりコンビニでアイスを買ったり、汗で濡れたシ

ャツを着替えたりと大変でしたが、松田駅の途中下車後にのどを潤す冷たい飲み

物を期待して電車に乗り込みました。楽しい山行でした。   （相原記） 

 

■森こい倶楽部―横浜第四回 

いたち川流域の森を巡る（栄区）、ワンテーマ：いたち川沿いの羽状複葉の木々 

日 時：7月 1日（日） 

コース：本郷台駅→長光寺→大誓寺→鍛冶ヶ谷市民の森→本郷ふじやま公園（昼食）→いたち川水辺→稲荷森水

辺→證券提寺→坊中の水辺→紅葉橋 約７㎞ 

 

ヤマユリ 

 

金時山頂上 

 

ヤマユリ群落 
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参加者：13 名、花田、吉原、鈴木、日比野、大橋、梶浦、鈴置、坂間、皆川、山路、小池、廣川（案内人）、久

野 

鎌倉市に接する、横浜南部の栄区は、緑被率 40％と自然の恵み溢れる

地域です。東西に流れる「いたち川」は、「いでたち川」に由来するとい

われ、鎌倉時代に武士が「いざ出立」と鎌倉街道を走り抜けたことから

きているようです。鎌倉幕府を支える穀倉地帯で、地名「たたら」が示

す通り鉄器なども作られたところでした。前半は、歴史深い長光寺の「な

んじゃもんじゃ」のクロガネモチ、春日神社のアカガシ、スダジイ、大

誓寺のサルスベリ、ザクロなど、古刹の名木古木を観察しました。鍛冶

ヶ谷市民の森の横穴墓、本郷ふじやま公園の古民家など変化を楽しみ昼

食。午後は、自然護岸を残した「いたち川」の水辺でハンゲショウの群落、シンジュの果実、羽状複葉の木々な

どを観察しました。證菩提寺ではボダイジュでなくてシナノキの似た果実を観察しました。梅雨も明け暑い一日

でしたが、爽やかな風と共に、変化に富んだ森巡りができました。               （久野記） 

 

■室内勉強会 「スペイン巡礼路を歩き続けて見えたもの」 

日 時：7月 20 日（金）18:00～20:00  場 所：かながわ県民サポートセンター 

講 師：問屋正勝氏（サンティアゴ巡礼・宿巡礼ボランティア、四国巡礼・サンティアゴ巡礼民間交流コーディ

ネーター役） 

参加者：吉原、皆川、坂間、梶浦、河野、横山、鈴木(康)、小田野(FIT)、鶴岡(FIT)、中澤の 10 名 

講師の問屋氏は、スペイン巡礼路 1 万 km 以上、四国お遍路やブラジルの巡礼路を含めれば 1 万 3,800km 以上

を歩かれている、正に巡礼路のスペシャリストです。現役時代に南米駐在を経験し、スペイン語を覚えられたと

のこと。55 歳から始めたスペイン語の再勉強で「サンティアゴ巡礼路」を知り、学生時代に日本国内約 500km

を単独で歩いた旅を思い出し、興味をもったとのことでした。 

 今回は、スペイン各地から北西部のサンティアゴ・デ・コンポステーラ（エルサレム、バチカンと並ぶキリス

ト教三大巡礼地）に至る「サンティアゴ巡礼路」を紹介いただきました。サンティアゴ大聖堂には聖ヤコブ（ス

ペイン語でサンティアゴ）の遺骸があるとされています。「サンティアゴ巡礼路」は、1,000 年以上の歴史があり、

年間 30 万人以上の人々が訪れるとのこと。巡礼者は、カトリック教徒である必要はなく、半分以上は外国人で、

日本人も年間 1,500 人程が訪れているとのことです。 

 今年の 4月中旬から約 2ヶ月間を掛けて、南部のアンダルシア州グラナダからサンティアゴを経由して西端の

港町に至る約 1,300km の「サンティアゴ巡礼路」を歩いた記録を動画と写真を交えてお話いただきました。最初

のグラナダからコルドバまでの約 170km は、JFIK 会員の鈴木さん、坂間さんが同行されたとのこと。 

 巡礼路は、村から村へ一日 20～30km を徒歩だけで歩き通します。日本では考えられないような広大な景色と、

こじんまりとはしているが綺麗な村々が印象に残りました。村にある巡礼宿は、ボランティアと寄付で運営され

ており、巡礼者証明書を持っていれば、ほぼ無料で利用できるとのこと。 

 ついつい巡礼路沿いの植生に目が行きます。南部のアンダルシア地方では、オリーブの広大な丘陵地が拡がり

ます。スペインはオリーブの出荷量が世界一とのこと。中心部ではカシ、コルクの林、道沿いにはラベンダーな

どの草花が咲き誇ります。カシのドングリは、高級イベリコ豚の餌になります。サンティアゴに近づくと、クリ

やマツ、ユーカリの林などが現れます。いずれにしても、巡礼路沿いには自然林や二次林らしき森林は現れない

様です。日本と異なり、平坦地が多く、古代から開拓されてきたスペインの一つの特徴と思われます。 

 問屋氏は、巡礼宿でのボランティアを経験したり、四国巡礼とサンティアゴ巡礼の民間交流に力を入れるなど、

スペインとの国際交流の先頭に立って活躍されています。この魅力たっぷりの「サンティアゴ巡礼路」をいつか

歩いてみたいと思いますが、そんなに歩き通せるのか、少々心配になりました。        （中澤記） 
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■四季の森公園 

里山アカデミー「野草ガイド入門講座第 2回」開催 

日 時：7月 1日（日）10：00～15：00  場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：受講生 20名（3名欠席）、小野澤パークコーディネーター、JFIK 福田、角田、三樹（参観） 

 

3 年目を迎えた野草ガイド入門講座は、受講者数 23 名と盛況の

ようです。猛暑の上に会議室のエアコンも故障という状況もあり、

午前中に「植物図鑑のつかいかた」(角田)、「植物体の成り立ち」

(福田)の講義を行い、午後から野草観察の実技という日程となり

ました。実技は、福田の案内でアキニレ、ネムノキ、タチアオイ、

イヌゴマ、コバノカモメヅル、ハンゲショウ、ムラサキシキブ、

アフリカハマユウ、ハナショウブ、ヘメロカリス、オカトラノオ、

ヒヨドリバナ、キツリフネ等の観察会を行いましたが、暑さをも

のともせずとても熱心で、質問も活発に行われていました。終了

後いただいたアンケートでは、テキスト範囲が広いためもっと講義内容を絞ってほしい､座学よりも野外の時間

を増やしてほしい等々の意見がありました。教科書本を事前購入してもらうかテキストを事前配布し予習しても

らうことを前提とするなど、効率化する工夫も必要かと思いました。 （角田記） 

 

■特定植物ヤマユリ観察会 

日 時：7月 16 日(祝月) 13：00～14：30 場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：一般 57 名(内子供 3 人、聴覚障がい者 2名) JFIK スタッフ：福田、松田 

公園スタッフ：小野澤パ-―クコーディネーター他 2名 

 

 連日の酷暑と連休の最終日であることから、参加者の減少が懸念され

ましたが昨年より 15 人も多い 57 人の方々に参加して頂きました。 

 最初は 30 分ほど会議室で福田さんが新しく作った P.P.資料で、ヤマ

ユリを中心としたユリ科ユリ属の説明です。定員 24 名の会議室はアリの

入るすき間もないほどギッシリ。ヤマユリの特徴から始まって、ユリの

歴史、日本の自生種、葉序、特にヤマユリの育て方では花が咲くまでに

は 5 年位かかることを強調、観察前の知識を深めることに役に立つたよ

うです。 

 参加者を 2 班に分け観察に出発。一つの班が 30 人に近い大人数

なので公園スタッフが後尾をガイドします。やや盛りを過ぎていま

したがコースの所々に大輪のヤマユリが見られ、参加者は近くにあ

るものの葉序や､あるいは茎に触って先ほどの説明を確認していま

した。 

 端境期のためか花が少なく、ユリ関係ではヤブカンゾウ、ヘメロ

カリスその他ではヒヨドリバナ、ミソハギ等が目に付く程度でした。

そこでコースに見られる著名な樹木ケヤキ、アキニレ、ホウノキ、

カツラ等の観察を行いました。またヒノキのある所では日本の林業

についてやや詳しく説明をしました(松田班)。別の班ではヌスビト

ハギ、ウマノスズクサ、ガガイモ、ヤブマメ、ツリフネソウなどの野草を話題にしました。 

 

ヤマユリ 

 

 

アキニレの木陰で解説（手話通訳付き） 
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 熱中症を避けるため少し早めに観察会を切り上げ、公園北広場に戻りました。今後の公園での観察会等のお知

らせをして解散しました。                                (松田記) 

 

■名瀬谷戸の会 

作業1回目 

日 時：7月 7日（土）10:00～15:00 

参加者：35名（JFIK9 名、一般 13 名、横浜メダカの会・中澤兄

弟 6名、見学者 7名） 

作業内容：4班で実施 

モウソウチクの伐採（2班）、ピザ窯の東屋作り、水生生物調査。 

作業 2回目（臨時開催） 

日 時：7月 15 日（日）10: 00～13: 00 

参加者：26 名（JFIK5 名、一般 2 名、横浜メダカの会・中澤フ

ァミリー7名、関東学院大学・中外製薬 12名） 

作業内容：メダカ池の泥の掘り上げ、ピザ窯の東屋作り 

作業 3回目 

日 時：7月 17 日（火）10:00～15:00 

参加者：13 名（JFIK7 名、一般 5名、南部公園事務所 1名） 

作業内容：モウソウチク伐採、ピザ窯の東屋作り。  （福田記） 

 

 

■湘南の森 

日 時：7月 13 日（金） 10：00～15：30 晴  参加者：14名、内 JFIK 会員 3名 

ハイカーを楽しませたアジサイを剪定、ハイキングルート脇の刈り払いを行いました。ここで見つけた腐生蘭に

ついて学習会をしました。                      

日 時：7月 28 日（土） ＊台風予報のため取りやめ                     （吉井記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：7月 21 日（土） 10：00～12：00 晴  参加者：5名 

茂ったススキを刈り取り作業路を整備しました。7 か月ぶりに、汗をかきました。        （吉井記） 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2018 

第 1 回「森で暮らそう」1泊 2日 

日 時：7月 28 日(土)～7 月 29 日（日） ＊台風予報のため取りやめ  

 

■鎌倉風致保存会 

―（公財）鎌倉風致保存会の神奈川会員活動報告について― 

神奈川会発足以来、会報に活動報告と活動予定を掲載頂いて来ましたが、近年鎌倉で活動する神奈川会会員も

老齢化により減少、又、活動も神奈川会員にとって参考になる内容は少ないと思いますので投稿を止めます。た

だ、新人会員に担当して頂いている“お話サロン”は今まで通り投稿させて頂きます。 

永らく駄文の掲載を頂いた神奈川会に感謝いたします。有難うございました。         （広瀬記） 

 

集合写真 

 

ピザ窯の東屋作り 
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29 年 坂本 勝彦 

 

はじめまして。29 年森林インストラクターの坂本勝彦（さかもと かつひこ）

と申します。蝶々が大好きなおじさんです。若いころから外遊びが好きで、草野

球のチームに所属したりスキーやスノーボードで雪遊び、パラグライダーのライ

センス（パイロット）を取得して沖縄県の石垣島で海岸線を飛んだりしていまし

た。 

森林インストラクターの資格は出来た当初から知っていましたが、仕事の忙し

さを理由に二の足を踏んでいました。定年退職が目の前にちらつき始めたころ、

そろそろ老後の生活のことを考えないとまずいと思い、自然ゆたかな場所（長野県等）で田舎くらしがしたいと

いう安易な考えと、好きなことで小遣い稼ぎが出きればという不純な動機のもと、一大決心をして勉強を開始し、

二年でなんとか森林インストラクターに合格する事ができました。やっとスタートラインに立ったものの、知識

の浅さからもっと早くから準備をしておけば良かったと思う毎日です。 

現在、日本チョウ類保全協会にて国内希少野生動植物に指定されているツシマウラボシシジミの人工飼育繁殖

（室内で交尾→採卵→幼虫飼育→蛹を現地へ放蝶）の活動に関わっています。シカの食害が１番大きな問題で、

植生が全てシカによって破壊されてしまい元の植生を取り戻すためにシカの駆除の対応が早急に求められていま

すが、繁殖力お旺盛なシカの数を減らすことは難しく、シカ柵の設置も広い範囲に設置しないと効果がないこと

等から、なかなか自然状態での保護が進んでいないのが現状です。 

その他にも、元々その場所にあった植生を調べて植物を植えたり、その植

物の生育にあった環境を整えることも必要なため、限られた人たちだけの力

では、元の自然状態にするのには限界があり、ツシマウラボシシジミの生態

についても、詳細に分かっていないことなど、試行錯誤しながら活動を続け

ています｡現在の飼育活動をやめてしまえば、間違いなく地球上から一種類絶

滅してしまいます。改めて蝶と食草があれば簡単に増やしていけるという考

えが大きな間違いであることに気づかされ、色々な生き物と環境が複雑に絡

み合ってひとつの自然を作り出していることを実感させられました。

これからは、色々な分野の人たちと交流、協力しながら、自然環境

を守っていく活動をしていきたいと思っています。その他に、大和

市泉の森しらかしのいえのガイド部にて、森林ガイドの勉強をさせ

て頂いています。月 2 回ですが、初心者の私には大変勉強になって

います。後、年に一回ですが、舞岡公園で知り合った仲間達と舞岡

ふるさと村「虹の家」にて生き物をテ―マに写真展も開催していま

す。 

今後、JFIK の活動にも参加していきたいと思いますので、宜しく

お願い致します。 

 

＊次号（9月号）のリレーエッセイ執筆は、29 年の大槻哲夫さんの予定です。 

リレーエッセイ 

 

ツシマウラボシ 

 

 

写真展 



JFIK 会報 2018 年 8 月号 

- 10 - 

 

 

 

昆虫の交尾は、味わい深い… 

 

上村佳孝著 岩波科学ライブラリー264（岩波書店、2017

年）1300 円＋税 

 

この本がマニアの目にとまった頃、2017 年 10 月 15 日付

け朝日新聞に東大教授・野矢茂樹が書評を掲載している。

「昆虫の交尾（の観察には）、交尾をしている彼らを液体

窒素に入れて固定するんですよ。なんまんだぶ。」と。昆

虫の命と等価で交尾器のスケッチを手に入れた著者は、

コバネハサミムシのダブルペニスはもっと古い祖先から

引き継いだものに違いないと推論する。本書に書かれて

いるのは、研究職のチャンスを窺いながら、やるせない

ほどに地味な昆虫飼育生活である。古い形態学から分子

生物学の隆盛を経て、再び形態学の研究が見直されつつ

ある時代にあって、ほのかな光明をみたように感じた。

本書の末尾に袋とじページがあって、○●類の交尾器が

載っていて感動させられるが、昆虫にもまだまだ判って

いない形態や構造がたくさんあることも教えてくれる。

（獺） 

 

 

あなたも月刊ブックレビューに投稿しませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

  月間ブックレビュー 

 

 

現在、このコラムへの投稿は 3 名の架空の生物名を持

つライターにお願いしていますが、沢山の出版物を見

逃しております。どなたでも書評をお送り下さい。投

稿をお待ちしています。ルールは簡単、古書・近著を

問わず、悪評は抑え気味に、好評は薄味で、架空の生

物名で投稿下さい。 
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会員異動 

＜7月度の会員異動＞ 

7 月 31 日現在会員数 164 名 

月例会を開催しました 

日 時：7月 27 日(金) 18:00～20:00  場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 11 名、監事 1名、会員 5名  計 17 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 
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編集後記 

集中豪雨や猛暑と大変な 7 月で

したが、8 月は・・・。とりあえ

ず、何とか落ち着いた月になっ

てほしいです。    (小池) 

緑の少年団のキャンプスタッフで

丹沢湖中川温泉付近に来ていま

す。山も暑いですね・・・一時抜

け出し編集中です！(松山) 

掲 示 板 

ミズタマソウ(2018.8.3 奥湯河原) イワタバコ(2018.7.21 奥湯河原) 
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